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簡易化のポイント

ＰＦＩの手続の簡易化について（概要）
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対象

（４）特定事業選定と入札公告の同時実施
（５）審査委員会の効率的な開催
（６）標準契約等の各種書類のひな型の提供

（１）構想・計画と検討調査の一括実施
（２）効率的なタイミング・方法によるＶＦＭの算出
（３）質問回答の効率化

手続簡易化のためのガイドラインの改正及びマニュアルの作成によるPFI事業の導入促進

サービス購入型事業 （施設整備の比重の大きい学校等、維持管理・運営業務の内容が定型的な公営住宅・事務庁舎等）

＜手続期間短縮のイメージ＞


